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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市政策室へ
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わたしの三中

三中名物のメモリーロード
生徒会役員・2年生＝山本椎野、
神保麗、福井灯里、梅津京茄（敬
称略・写真）
好きな場所＝三中名物のメモリー

ロ ー ド。
両側に並
ぶイチョ
ウは季節
によって
様々に変
化し、きれ
いで落ち

着く。三中のキャラクター「いちょ
うちゃん」にもなっていて、銀杏
募金に必要な実が採れ、この実を
通して他学年と交流が盛んになる。
たくさんの行事を通してきずなが

深まったクラス
メイトがいる教
室は明るくて穏
やかな雰囲気で
落ち着く。

●部活動●運動部＝男子バスケッ
トボール部、女子バスケットボー
ル部、サッカー部、硬式テニス部、
バドミントン部、野球部（他校と
合同）、女子バレーボール部。文
化部＝吹奏楽部、イラスト・手芸
部、園芸部。
生徒の82％が活動し、加入率が
高い。
バドミントン部は「礼儀正しく、
ずっと笑顔でプレー」をモットー
に、地区大会を勝ち上がってブロッ
ク大会出場を目標に社会人や元部
員の大学生の指導を受けて週4回放
課後の練習や朝練に励んでいる。

女子バレーボール部は週5回練習。
全員初心者
で大学生か
ら指導を受
けている。
「走拾翔喜」
をスローガ
ンに、市内
の中学校対
抗による狛江杯優勝を目指してい
る。
吹奏楽部は部員同士の交流を大切
に週5回練習に励んでおり、部員の
自主性を重んじた指導が特長。近
年は上海国際打楽器コンクールで
１位、吹奏楽連盟のアンサンブル
コンテストでは２年連続金賞など
優秀な成績を収めた。また、初夏
の音楽会や駅前ライブで演奏を披
露した。3月27 ー

ルでの合同演奏会に出演する予定。
○狛江第三中学校おやじの会＝平
成９年に設立、約15人に加え多
くのOBが活動している。「お父さ
ん同士で作る学校行事」として子
どもの参加する行事（和泉小学校
を含む）の準備や片付け、運営サ
ポートを行っている。多摩川いか
だレースに参加する生徒のために
いかだを製作した。
○PTA＝PTA活動の一環として、
保護者が定期試験の前などの放課
後に学校が開放する自習室を利用
する生徒の受付や見守りを行う。
生徒の参加は自由で、多い時は20
人以上が利用しており好評。また、

部活や英語・漢字検定の見守りな
どの活動も行っている。
○狛江第三中学校校友会＝市内の
校友会では唯一、役員を選出し自
主運営している。三中の教育活動
の更なる充実のための支援と会員
相互の親睦を図ることを目的に、
部活動の地区大会参加時の応援な
どを行っている。昨年度は50周年
記念としてテントを贈った。

●銀杏募金●三中を代表する行
事。平成３年の雲仙普賢岳噴火の
被災地救援のため生徒会活動とし
て始まった。毎年、正門と校舎を
結ぶメモリーロードにある10本の
イチョウの実を収穫し、皮をむい
て乾燥し袋詰め
する作業に全校
で取り組む。今
年度は１年生が
一連の作業を行
い、例年より量
は減ったもの
の銀杏310袋を
作り、11月21 ・22
江駅前で地域貢献委員らが募金を
行った。集まった133,000円は能
登半島地震被災地に送った。
●キラウィ高校生交流●都立狛江
高等学校と授業交流などを行って

おり、狛江
高校の姉妹
校である
オーストラ
リアのキラ
ウィ高校生
が短期交換
留学の際、三中を訪問する。11月
25 20人が
書道、折り紙、福笑い、給食など
を体験し、交流を深めていた。
●正門●三中は昭和８年に建設さ
れた日本水道狛江浄水場の敷地に
建設され、当時の門を校門として
利用している。イチョウ並木も浄
水場に植えられていたもの。

●フレン通り●小田急線側道に
沿って幅1ｍ、長さ90ｍの花壇が
設けられ、生徒会や地域貢献委員、
美化委員らが花の手入れをしてい
る。また、コミュ
ニティ・スクール
の一環として「合
同いずみの日」に
は和泉小の児童と
フレン通りや狛江
駅前の花壇の植栽
を行っている。

狛江第三中学校は、狛江第一中
学校の生徒が急増したため、一中
と狛江第二中学校から分かれ、昭
和48年に生徒数353人で開校、
昨年度に開校50周年を迎えた。
「学ぶよろこびを持つ生徒」「健
康で心の広い生徒」「よく考え実行
できる生徒」を教育目標に「自分の
考えに自信を持ち、他を思いやり
ながら自己実現に向かい努力する
生徒」を目指している。イチョウ
並木の実を利用した銀杏募金をは
じめ、小田急線側道のフレン通り
や狛江駅前の花壇作りなど生徒に
よる地域に根ざした活動も特長だ。

元・三中生から
仲間作りも大切に
会社役員　繁平光伯さん

平成５年に入学した23
期生です。２、３年生の
時、生徒会副会長を務
め、銀杏募金では皆でイ
チョウの実をむいたり、合唱コン
クールを見に来た保護者などから
募金を集めました。合唱コンクー
ルの後夜祭では校庭でキャンプ
ファイヤーをやり、当時流行した
ミスターチルドレンやスピッツの
曲を歌ったり、フォークダンスを
踊りました。現在、狛江で街づく
りに関する様々な仕事や活動をし
ていますが、三中時代のたくさん
の仲間に支えてもらっています。
後輩の皆さんは勉強や部活など目
の前のことを一生懸命にやりなが
ら、仲間作りも大切にしてほしい
と思います。
〈プロフィール〉昭和55年狛江市生
まれ。狛江第四小学校、狛江第三
中学校、中央大学附属高等学校を
経て中央大学卒業。システムエン
ジニアなどを経て平成28年に「Flex 
Community合同会社」を設立。街
づくりのコンサルタントやITサー
ビス事業を行うほか市内で自家焙
珈琲店を経営。狛江フェスティ
バル実行委員会、狛江青年会議所、
コマエノミライなどで地域活動を
行っている。令和５年に狛江三中
校友会会長に就任。

メモリーロードのイチョウ並木

元和泉1-23-1
岩瀬敏郎校長、教職
員35人、生徒11学級
274人、卒業生6,829人
敷地13,333㎡、鉄筋コンク
リート造り4階建て（普通教室
9室、特別教室26室）

（10月1日現在）
岩瀬校長プロフィール▶昭和
63年の中野区の特別
支援学級を皮切りに平
成９年に狛江第一中学
校の特別支援学級に勤
務、令和2年に狛江第二中学校
の副校長、令和6年に狛江第三
中学校校長に就任。教師になっ
てから一貫して特別支援教育に
携わる。

バドミントン部

女子バレーボール部

銀杏の皮むき

正門

キラウィ高校生に
書道を手ほどき

放課後自習室

3年生への受験応援メッ
セージのダルマを手に

吹奏楽部フレン通り
で植栽

一中、二中から分離独立、昨年度に50周年

狛江第三中学校

まちと学校
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